
21型キャリブレーションディスプレイ PROCALIX（プロキャリックス） 
オープン価格 

グラフィック・写真・印刷・医療分野に最適

安定した「黒」と高レベルの色彩再現性。
プロユースのためのキャリブレーション機能搭載。



従来ディスプレイの問題点をPROCALIXがクリアします。 
従来、ディスプレイと接続されたPCに内蔵されているビデオボードにはそれぞれ個体差があり、
このため同じ画像データを表示した場合でも、ディスプレイごとの色再現性にバラツキがありました。 

セット1（マスター）で作成した画像はAという色味で表示していますが、セッ
ト2、3、4で表示すると、それぞれB、C、Dという異なる色再現性になります。 

キャリブレーション機能を使ってPROCALIX同士の個体差やビデオボードの特
性を補正します。セット1（マスター）で作成した画像は、より近い色再現性でセッ
ト2、3、4に表示可能です。*PROCALIX同士のバラツキは、デルタE3以内を目標に管理されています。 

（1）ディスプレイごとの色再現性を統一 

★従来のディスプレイを使用した場合 ★PROCALIXを使用した場合 
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ディスプレイは使用環境や経年劣化によって色味に変化が生じます。これはCRTの電子ビーム
の劣化によるもので、1日数時間の使用でも経時ドリフトによって色味が変化します。 

従来ディスプレイでは同じ画像データでも数年間、もしくは周囲の温度
やディスプレイ内の温度変化の影響で数時間単位でも色や輝度が変
化する場合があります。Aという色味からBという色味に変化します。 

PROCALIXならキャリブレーションにより画面の色を安定させます。 
Aという色味を短期的、長期的にも安定して表示することができます。 

（2）ディスプレイの経年劣化を最小限に 

★従来なら ★PROCALIXなら 

PROCALIX PROCALIXDisplay Display

●環境や長時間使用による色味の変化。 

時間の経過 

周囲やディスプレイ内の温度変化 

時間の経過 

周囲やディスプレイ内の温度変化 

AからBに色味が変化 A≒A'になるように補正 
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●画面はイメージです。 ●画面はイメージです。 

●画面はイメージです。 ●画面はイメージです。 

色味A 色味B 色味A 色味A'

そのリアルさと鮮やかさをいつまでも-----。

T O T O K U  C A L I B R A T I O N  D I S P L A

つねに正確な色表現を行う。色ムラのない鮮やかな画像
を実現する。そしていつまでも変わらない安定した色再現
を維持する。TOTOKUキャリブレーションディスプレイ
「PROCALIX」が色彩にこだわるすべてのプロフェッシ
ョナルユーザーの声に応えます。

「同じ機種のディスプレイなのに色味が違う」「時間の経過にともなって
ディスプレイ上の色味が変化した」あるいは「ディスプレイ上の色と印
刷された色が違う」-------このような不満を、多くのユーザーが持っていま
す。原因はディスプレイごとに微妙に異なる色表現特性の違いによる
ものと、他デバイスの色管理ができていないためです。このようにディス
プレイの色再現性が基準化されていない状況は、思い通りの色彩表
現を行おうとするプロフェッショナルユーザーにとって致命的な支障に

なりかねません。そこで不可欠となるのが「カラーマネジメント」です。
これは、ディスプレイキャリブレーションやICCプロファイルの作成な
どによって、ディスプレイはじめ各機器のカラー特性を把握して、入力か
らディスプレイ表示、プリントアウトまで一貫した色情報管理を行おうと
するものです。このカラーマネジメントに関わるキャリブレーション機能を
装備して、より正確な画像表現を実現したのが、TOTOKUキャリブ
レーションディスプレイ「PROCALIX」です。

■これからは、キャリブレーションディスプレイ

キャリブレーション機能を搭載した
プロフェッショナル専用ディスプレイ「PROCALIX」。

最先端をゆくPROCALIXのキャリブレーション機能 

センサーによるキャリブレーションを行うこ
とで、より正確な色再現が可能。複数台
PROCALIXを使用する場合でも同じ設定
で調整を行えば、個々のディスプレイ画面
表示のバラツキを最小限に補正します。 

ディスプレイ表示画面内の均一性を25ポイ
ントにて測定。中心部から周辺部に従って
変化する輝度、白レベルを調整します。 

独自のA2KB回路によりCRTの経年劣化
を補正し、加えて定期的なキャリブレーショ
ンを行うことにより長期間使用しても安定
した色再現が可能。 
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鮮明・高精度画像。
キャリブレーション機能。

鮮明で高精度の画像を表現するためには、輝度ム
ラや色ムラをなくす他に、適正な色温度設定、
白レベル・黒レベル、ガンマ設定が行われて
いなくてはなりません。これらの画像調整を行うの
がキャリブレーション機能です。キャリブレータ
（高精度センサー）をディスプレイ上に取り付け、
RGB各色の輝度、白レベル、黒レベル、ガンマを
測定。ユーザーの求めるオリジナルの調整値に設定
することができます。

■センターキャリブレーション
画像中央部で計測、基準となる画像調整を行いま
す。色温度2,800K～10,000K、ガンマ1.0～2.4、白レベ
ル20cd/m2～100cd/m2、黒レベル0.2cd/m2～3.0cd/m2

の範囲でユーザー設定が可能です。

＊従来のディスプレイの画像。（イメージ）
中心部を基準として、周辺部の色座標x、yのずれは±15/1000、

輝度のずれは±20/100cd/m2になることもあります。

＊キャリブレーション補正後。（イメージ）
色座標x、yのずれは画面全体で±5/1000以内、

輝度ずれは10/100cd/m2以内。
画面全体の色差は、デルタE3以内を目標に管理されています。

安定した黒レベル実現。
A2KB回路を搭載。

ディスプレイは長時間使用することによってRGB
それぞれの電子ビームの出力が劣化します。当然
のことながら色彩表現も影響を受けることになりま
す。この電子ビームの経時的劣化を検出し、輝度お
よび白レベルの変動を最小限に抑えるのが
TOTOKU独自のA2KB（Advanced Automatic
Kinema Bias control）回路。長期的に安定した
黒レベルを実現します。

時間 

A2KB無し 

A2KB付 

輝
度 

スナップショット／クローン機能
複数台のPROCALIXを遠隔地にて使用しても
同一の色環境を実現するのがスナップショット/
クローン機能です。

【スナップショット】
マスターになるPROCALIXの色特性（色温度・黒レ
ベル・白レベル・ガンマ）をセンサーで計測、データ
をファイル化します。

【クローン】
スナップショットでファイル化された色特性データを
他のPROCALIXなどで読み込み、センサーで計測
しながら設定を調整します。これによって、複数
のPROCALIXがより近い色特性を持つことが
できるのです。

より正確なカラー表現を可能にする
モニタICCプロファイル作成機能

カラーマネジメントに不可欠なICCプロファイルは、
特に入力から画像処理、印刷へと至るワークフロ
ーの中で重要な役割を果たします。PROCALIXは、
キャリブレーション後のデータを独自のICCプロ
ファイルとして保存。さらに、他のCMSソフトウェア
によって精度の高いカラーマネジメントを実現し
ます。ディスプレイ上で印刷イメージを表示できる
他、スキャナーやデジカメといった入力デバイス、
さらにはプリンタなどの出力デバイスのカラー特性
を管理することで、より高度な色再現性を維持する
ことができます。※弊社では、CMSソフト自体の製造・販売はいたしておりません。
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＊カラーマネジメントされていないワークフローでは
各機器ごとに色表現がまちまち。

出荷時の色ズレを最小限にするITC
（Integrated Tube Component）

PROCALIXは、製造過程から正確な色再現性を
追求するため、独自のITCを採用。CRTと偏向
ヨークの微妙なマッチングを、1台1台手作業で調
整します。これにより、出荷時の画面内の色ズレを、
x、y色度座標で10/1000以内に抑えています。

［グレースケールの表示領域］（イメージ）

A2KB付 A2KB無し

●上のグラフおよび図はイメージです。

［輝度経時劣化表］（イメージ）
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東京A社のPROCALIX 
設定：5000k/100cd/m2

東京A社のPROCALIXデータをファイル化して 
大阪B社に転送。大阪B社で設定変更。 

大阪B社のPROCALIX 
設定：6500k/80cd/m2

5000k
100cd/m2

6500k
80cd/m2

東京A社のPROCALIX 
設定：5000k/100cd/m2

大阪B社のPROCALIX 
設定：5000k/100cd/m2

5000k
100cd/m2

5000k
100cd/m2

＊各機器のICCプロファイルを作成することで
つねに高度な色表現が可能になります。

A Y   P R O C A L I X

■地磁気補正回路搭載
地磁気の影響による色ムラを自動補正するピュリ
ティ・コントロール回路（TOTOKU独自開発）を搭載。
設置環境に左右されないように補正します。

■環境温度補正システム
環境温度を温度センサーにより検知し、設置環境
による画面を補正します。

■歪み調整
ソフト上で各種歪み、水平/垂直サイズ、水平/垂直
位置のコントロールが可能です。

■ユニフォミティキャリブレーション
通常のディスプレイは電子ビームの照射特性の
ため、画面中心部から周辺部にゆくにつれて、輝
度ムラや色ムラが発生します。画面全体にわたって
均等に輝度ムラや色ムラを調整するのがユニフォ
ミティキャリブレーションです。画面上を25ポイント
にわたって測定、調整を行います。

■USBハブ標準装備
USBハブを標準で装備（2UP 4DOWN）。さまざま
な周辺デバイスを複数接続できる先進設計です。
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